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(54)【発明の名称】 液晶表示パネルの透光性基板の切断方法

(57)【要約】
【課題】  透光性基板の端面部分の欠切部の形状の不具
合の低減。
【解決手段】  パネルの表面の透光性基板１または透光
性基板２のいずれかに透光性基板の板厚方向に欠切部を
線状に設ける基板欠切工程で、線状に設けられる欠切部
４は透光性基板の一方端面７の内側部から他方端面８の
内側部までの範囲。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  第１の透光性基板と第２の透光性基板と
を相対するように備え、前記第１の透光性基板と前記第
２の透光性基板と相対する面には間隙を有し、前記間隙
に液晶材料を備えた液晶表示パネルの、前記液晶表示パ
ネルの前記第１の透光性基板または前記第２の透光性基
板のいずれかを切断する切断方法は、前記液晶表示パネ
ルの表面の第１の透光性基板または第２の透光性基板の
いずれかに透光性基板の板厚方向に欠切部を線状に設け
る基板欠切工程と、透光性基板の前記欠切部を設けた面
の反対面側から前記欠切部に相対する部分に力学的応力
の変化を与えることで前記欠切部を有した透光性基板の
欠切部の線状の部分の板厚方向に亀裂を設けて割断させ
る基板割断工程とからなる液晶表示パネルの透光性基板
の切断方法であって、線状に設けられる前記欠切部は透
光性基板の一方端面の内側部から他方端面の内側部まで
の範囲であることを特徴とする液晶表示パネルの透光性
基板の切断方法。
【請求項２】  第１の透光性基板と第２の透光性基板と
を相対するように備え、前記第１の透光性基板と前記第
２の透光性基板と相対する面には間隙を有し、前記間隙
にシール材を備えるパネルの、前記パネルの前記第１の
透光性基板または前記第２の透光性基板のいずれかを切
断する切断方法は、前記パネルの表面の第１の透光性基
板または第２の透光性基板のいずれかに透光性基板の板
厚方向に欠切部を線状に設ける基板欠切工程と、前記パ
ネルの表面の前記欠切部を設けた面の反対面側から前記
欠切部に相対する部分に力学的応力の変化を与えること
で前記欠切部を有した透光性基板の欠切部の線状の部分
の板厚方向に亀裂を設けて割断させる基板割断工程とか
らなる液晶表示パネルの透光性基板の切断方法であっ
て、線状に設けられる前記欠切部は透光性基板の一方端
面の内側部から他方端面の内側部までの範囲であること
を特徴とする液晶表示パネルの透光性基板の切断方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示パネルの透
光性基板の切断方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】以下に、従来の液晶表示パネルの製造工
程における透光性基板の切断方法について説明する。図
２は従来の切断方法を示す模式図を示す。
【０００３】透光性基板を切断する場合、基板欠切工程
では、透光性基板の片面側に、その透光性基板の一端面
から他方端面に欠切部を設けていた。欠切部は欠切手段
で加工される。欠切部の加工は、透光性基板の端面から
始められ、他方端面まで加工されて、両方の端面には欠
切部の断面部分が露出するような加工されていた。そし
て、つぎに透光性基板の欠切部を設けた面の反対面側か
らの力学的応力の変化で、溝状に設けられた欠切部部分
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に亀裂を生じさせて透光性基板を切断するようにしてい
た。このような基板の切断方法は、透光性基板の割断ま
たは基板割断方法と呼称されることもある。
【０００４】具体的な例として、透光性基板の一例とし
てガラス基板を用いた場合を説明する。欠切手段には欠
切加工用の刃先を有したカッターを用いた。まず、カッ
ターをガラス基板１の表面の高さより下に固定しある一
定の圧力をかける。カッターの刃先部をガラス基板１を
切断する位置のガラス端面７に対して突入させ、ガラス
基板１の切断する位置に沿ってカッターをある速度で移
動させ、カッターの刃先部は突入したガラス端面７の反
対のガラス端面８を貫通させるように移動させる。図3
に示すように上記の方法によって、ガラス基板１の切断
位置部分に欠切部４が形成される。その後、図4に示す
ように、ガラス基板１の裏面であるガラス基板２からガ
ラス基板１上に形成された欠切部４の全体に対して、あ
る一定の圧力、及び速度で上方から圧力をかけることに
より、欠切部４の力学的応力の変化で欠切部４の位置の
ガラス基板の厚み方向に亀裂が生じてガラス基板１が割
断できる。このように、２枚の貼り合せた基板の一部を
切断するようにしていた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
方法では、欠切部の加工は、透光性基板の端面から始め
られるので、透光性基板の端面部分の欠切部の形状に不
具合が生じ易く、不具合を低減する物理的加工条件を得
ることも困難な面があった。
【０００６】具体的には、液晶パネルのガラス基板の割
断部分の端面で欠切部の形状に不具合生じると、液晶パ
ネルの配線パターンの不具合や、アライメントパターン
の不具合が液晶パネルの製造工程の不具合につながり、
さらには液晶パネルの生産数量の歩留まりを低下させ
る。これらの点で、液晶表示パネルの透光性基板の切断
で生じる透光性基板の端面部分の欠切部の形状の不具合
の低減が課題となっていた。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に本発明は、第１の透光性基板と第２の透光性基板とを
相対するように備え、上記第１の透光性基板と上記第２
の透光性基板と相対する面には間隙を有し、この間隙に
液晶材料を備えた液晶表示パネルの第１の透光性基板ま
たは第２の透光性基板のいずれかを切断する切断方法
が、液晶表示パネルの表面の第１の透光性基板または第
２の透光性基板のいずれかに透光性基板の板厚方向に欠
切部を線状に設ける基板欠切工程と、透光性基板の欠切
部を設けた面の反対面側から欠切部に相対する部分に力
学的応力の変化を与えることで欠切部を有した透光性基
板の欠切部の線状の部分の板厚方向に亀裂を設けて割断
させる基板割断工程とからなる液晶表示パネルの透光性
基板の切断方法で、線状に設けられる欠切部は透光性基
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板の一方端面の内側部から他方端面の内側部までの範囲
である。欠切部は透光性基板の端面に欠切部の断面があ
らわれないように設ける。
【０００８】また、本発明は、第１の透光性基板と第２
の透光性基板とを相対するように備え、上記第１の透光
性基板と上記第２の透光性基板と相対する面には間隙を
有し、この間隙にシール材を備えるパネルの第１の透光
性基板または第２の透光性基板のいずれかを切断する切
断方法が、パネルの表面の第１の透光性基板または第２
の透光性基板のいずれかに透光性基板の板厚方向に欠切
部を線状に設ける基板欠切工程と、パネルの表面の欠切
部を設けた面の反対面側から欠切部に相対する部分に力
学的応力の変化を与えることで欠切部を有した透光性基
板の欠切部の線状の部分の板厚方向に亀裂を設けて割断
させる基板割断工程とからなる液晶表示パネルの透光性
基板の切断方法で、線状に設けられる欠切部は透光性基
板の一方端面の内側部から他方端面の内側部までの範囲
である。欠切部は透光性基板の端面に欠切部の断面があ
らわれないように設ける。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て図面を参照しながら説明する。透光性基板の一例とし
てガラス基板を用いた場合を説明する。欠切手段には欠
切加工用の刃先を有したカッターを用いた。
【００１０】図１は本発明の実施の形態におけるカッタ
ーの通過経路を表した模式図であり、１は２枚貼り合わ
せたガラス基板であり、２はカッターの通過経路であ
り、７はガラス基板端面の一端側であり、８は前述の反
対側のガラス基板端面の他端側である。ガラス基板の厚
みは通常０．５ｍｍから１．１ｍｍ程度のものが用いら
れる。まずカッターを２枚貼り合わせたガラス基板１の
端面内側０．５ｍｍの位置に下ろし、カッターに対し１
ｋｇ／ｃｍ2の圧力をかけながら、２５０ｍｍ／ｓｅｃ
の速度で反対の端面に向かい移動させる。その後、上記
反対端面の内側０．５ｍｍの位置でカッターを２枚貼り
合わせたガラス基板１から引き離す。上記の方法で従来
方法と同様にガラス基板１上に図２のような切込み３が
形成される。その後、従来の方法と同様にガラス基板２
の表面にガラス基板１に形成された切り込み３に沿っ
て、１ｋｇ／ｃｍ2の圧力（力学的応力の変化）をかけ
ることにより、ガラスの亀裂６を発生させ、ガラスの割
断を行う。本発明によれば、ガラス基板端面の欠けは
０．２ｍｍ以下の形状寸法とすることができる。ガラス
基板端面の欠けが０．２ｍｍ以下であれば、ガラス基板*
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*の端面部分の欠切部の形状の不具合とされることはな
く、液晶パネルの配線パターンの不具合や、アライメン
トパターンの不具合が液晶パネルの製造工程の不具合等
の低減がはかれる。
【００１１】このように、図１におけるガラス基板端面
７および、ガラス基板端面８にはカッターの突入、また
は引き離しによる欠けを低減することができる。
【００１２】このようにして、欠切部の加工は、透光性
基板の一方端面の内側部から他方端面の内側部までの範
囲なので、透光性基板の端面部分の欠切部の形状に不具
合が生じることを低減できるようになる。
【００１３】なお、上記の実施の形態では、ガラス基板
を用いたが、樹脂基板等の他の透光性基板を用いてもよ
い。
【００１４】また、欠切手段には欠切加工用の刃先を有
したカッターを用いたが、他の欠切手段を用いてもよ
い。
【００１５】
【発明の効果】以上の記載から明らかなように本発明に
よれば、透光性基板の欠切部の加工による、透光性基板
の端面の形状的不具合を低減することができるので、透
光性基板の端面の形状的不具合による液晶パネルの配線
パターンの不具合の低減や、アライメントパターンの不
具合が液晶パネルの製造工程の不具合の低減ができ、さ
らには液晶パネルの生産数量の歩留まりをより向上させ
ることができる。このように産業的的価値が大である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態におけるガラス基板切断に
おけるカッターの通過経路を表した模式図
【図２】従来のガラス基板切断におけるカッターの通過
経路を表した模式図
【図３】ガラス基板上に形成される切り込みを表した断
面図
【図４】ガラス基板の切断方法を表した断面図
【符号の説明】
１  ガラス基板（第１の透光性基板）
２  ガラス基板（第２の透光性基板）
３  カッターの通過経路
４  欠切部（切り込み）
５  シール材
６  ガラスの亀裂（ガラスの割れ）
７  ガラス基板端面（一方端面）
８  ガラス基板端面（他方端面）
９  圧力（力学的応力の変化）
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